
 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

～校長先生の話～ 
 

腰塚勇人（こしづか はやと）先生のお話をします。中学校の先 

生をしていた腰塚さんはスキー事故で体が動かなくなってしまいま 

した。死ぬことばかりを考えていた腰塚さんは奥さんの「何があっ 

ても、ずーっと一緒にいるから・・・」という言葉、お母さんの 

「代われるものなら代わってあげたい」という言葉、仲間や生徒の 

「先生、待っているから・・・」 という言葉で、「必ず、先生とし 

て学校へ戻る」と決めました。 

そして、その日が来たのです。 学校に戻る時、腰塚さんは「５つの誓い」を決めました。 

 

口は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。 

耳は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう。 

目は、人のよいところを見るために使おう。 

手足は、人を助けるために使おう。 

心は、人の痛みがわかるために使おう。・・・・ 

 

 素敵な誓いですね。この「５つの誓い」を意識して、今週一週間「校内なかよし週間」を過ご 

してみましょう。 

 

腰塚勇人 先生 

校内なかよし週間! 
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